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語
る
人
・
泉
町
在
住

語る人・泉町在住

寺川シヅエさん

幸
い
に
し
て
、
こ
の
位
の

被
害
で
澄
ん
だ
の
が
不
思
議

な
位
で
す
。
あ
の
日
の
雨
は
、

ま
る
で
ヤ
リ
が
天
か
ら
降
っ

て
く
る
勢
い
で
し
た
。
そ
の

ヤ
リ
も
途
切
れ
る
事
を
知
り

ま
せ
ん
。
雨
に
す
き
ま
が
ほ

と
ん
ど
な
い
の
は
生
ま
れ
て

初
め
て
見
ま
し
た
。

家
か
ら
、
だ
い
た
い
300
㍍

山
上
は
、
水
が
自
然
と
沸
い

て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
地
盤
が
柔
ら
か
い
所

に
集
中
豪
雨
だ
っ
た
の
で
崩

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

私
は
悲
し
い
経
験

も
し
て
い
ま
す
。

昭
和
59
年
６
月
29
日

球
磨
郡
五
木
村
を
襲

っ
た
集
中
豪
雨
で
父

と
弟
が
崖
崩
れ
の
犠

牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
、
私
も
１

時
間
前
に
は
そ
の
家

に
い
た
ん
で
す
。
す

ご
い
シ
ョ
ッ
ク
と
悲

し
み
で
し
た
。

今
回
は
息
子
の
家

に
避
難
し
て
い
ま
し

た
の
で
、『
恐
怖
』
を

感
じ
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

寺寺川川直直繁繁氏氏宅宅

息
子
の
家
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

き
は
、
我
が
家
の
荒
れ
は
て
た
様

子
に
愕
然
と
し
、
足
が
震
え
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
や

っ
と
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

こ
の
久
連
子
は
20
世
帯
人
口
40

人
位
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
一

人
暮
ら
し
世
帯
は
３
世
帯
あ
り
ま

す
。
地
域
の
連
帯
を
今
ま
で
以
上

に
親
密
に
し
て
、
早
め
の
情
報
、

早
め
の
避
難
を
取
り
合
っ
て
行
き

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

泉泉町町久久連連子子崖崖崩崩れれ現現場場

寺
川
直
繁
さ
ん



80
年
近
く
海
岸
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
の
大
洪
水
で
、
鏡
川
の
堤
防
も
高
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
11
年
の
台
風
は
、

異
常
気
象
の
現
れ
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

の
高
い
堤
防
を
海
水
が
越
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す

か
ら
ね
。

そ
こ
で
、
向
こ
う
に
見
え
て
る
樋
門
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
樋
門
は
、
海
か
ら
の
大
量
の
海
水
を

防
ぎ
ま
す
。
こ
こ
数
年
２
〜
３
回
大
雨
の
時
に
閉

ま
っ
て
い
ま
す
。

私
の
経
験
か
ら
①
満

月
の
満
潮
、
そ
し
て
大

潮
は
要
注
意
。
②
新
築

の
家
に
避
難
す
る
。
③

防
災
無
線
を
聞
く
。
④

そ
れ
で
も
、
危
険
を
感

じ
て
き
た
ら
避
難
所
に

行
く
。
こ
れ
は
、
私
の

教
訓
の
順
番
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

に
あ
っ
た
避
難
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
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平
成
11
年
９
月
24
日
の
台
風
は
、
こ
の
地
区
か
ら

死
亡
者
１
名
が
出
る
大
き
な
台
風
で
し
た
。

「
助
け
て
く
れ
、
助
け
て
く
れ
」
と
、
叫
ぶ
声
は
聞

こ
え
ま
し
た
が
、
激
流
と
ヘ
ド
ロ
の
海
水
で
身
動

き
が
と
れ
ず
、
柱
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
の
が
、

精
一
杯
で
し
た
。

台
風
が
去
っ
た
後
、
周
り
の
風
景
は
、
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
堤
防
の
上
に
舟
が
並
ん

で
い
る
ん
で
す
よ
。
考
え
ら
れ
ま
す
か
？
堤
防
よ

り
高
く
建
て
て
い
る
我
が
家
で
も
玄
関
の
こ
こ
ま

で
海
水
が
き
ま
し
た
。
ヘ
ド
ロ
は
隙
間

す
き
ま

と
い
う
隙

間
に
全
て
入
っ
て
い
ま
し
た
。
針
の
穴
ま
で
入
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
事
を
教
訓
に
し
て
、
早
め
の
情
報
、
早
め
の

避
難
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、

独
居
老
人
の
多
い

地
域
で
す
の
で
、

地
域
と
の
連
携
を

と
っ
て
対
処
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【【
本本
庁庁
管管
内内
】】

市
役
所
／
厚
生
会
館
／
八
代
公
民

館
／
総
合
体
育
館
／
サ
ン
ラ
イ
フ

八
代
／
植
柳
公
民
館
／
農
事
研
修

セ
ン
タ
ー
／
大
島
石
灰
事
務
所

（
大
島
公
民
館
）
／
松
高
公
民
館
／

八
千
把
公
民
館
／
高
田
公
民
館
／

金
剛
公
民
館
／
郡
築
公
民
館
／
宮

地
公
民
館
／
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

（
日
奈
久
出
張
所
）
／
農
村
婦
人
の

家
／
二
見
公
民
館
／
龍
峯
農
業
研

修
所
（
龍
峯
出
張
所
）

【【
坂坂
本本
支支
所所
管管
内内
】】

西
部
多
目
的
集
会
施
設
／
深
水
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
／
さ
か
も
と
青

少
年
セ
ン
タ
ー
／
鮎
帰
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
／
坂
本
公
民
館
／
中
津

道
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
田
上
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
久
多
良
木
多

目
的
集
会
施
設

【【
千千
丁丁
支支
所所
管管
内内
】】

千
丁
支
所
／
千
丁
公
民
館

【【
鏡鏡
支支
所所
管管
内内
】】

鏡
支
所
／
鏡
保
健
セ
ン
タ
ー

【【
東東
陽陽
支支
所所
管管
内内

東
陽
定
住
セ
ン
タ
ー
／
東
陽
地
域

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
／
東
陽
公
民

館
及
び
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
／
種

山
小
学
校
内
の
木
場
分
校
／
市
立

河
俣
小
学
校

【【
泉泉
支支
所所
管管
内内
】】

泉
第
一
小
学
校
体
育
館
／
泉
中
学

校
体
育
館
／
泉
第
二
小
学
校
／
泉

中
学
校
体
育
館
／
板
木
・
保
口
地

区
集
会
所
／
久
連
子
古
代
の
里
／

泉
第
七
小
学
校
／
五
家
荘
自
然

塾
／
泉
第
八
小
学
校

動動 ききややすすくく安安全全なな服服装装でで

ヘルメットや防災ずきんで頭を保
護し、靴はひもでしめられる運動靴
を。裸足・長靴は厳禁です。

高齢者や病人などは背負い、
子どもには浮き袋を着けさせて、
安全を確保しましょう。

子子 どどももやや高高齢齢者者にに配配慮慮すするる

避難するときは２人以上
で、はぐれないように、ロー
プで結んで避難しましょう。

単単 独独行行動動ははししなないい

歩行可能な水深は男性で約70㎝、女性で約50㎝。
水が腰まである場合は、高所で救援を待ちましょう。

深深 ささにに注注意意

水面下には、マンホールや側
溝などの危険な場所がある。長
い棒をつえ代わりにして、確認
しながら歩きましょう。

足足 元元にに注注意意をを

宮
崎
ヤ
ヨ
イ
さ
ん

語
る
人
・
鏡
町
在
住

語る人・鏡町在住

徳田正弘さん
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20
歳
頃
で
し

た
か
、
現
在
の

新
萩
原
橋
よ
り

少
し
下
流
に
位

置
し
て
い
た
萩

原
鉄
橋
の
右
岸

た
も
と
に
あ
っ

た
豊
国
旅
館
の

土
台
石
垣
下
で

潜
っ
て
い
た
と

き
、
石
垣
の
水

中
部
分
が
穴
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
て
、
不

安
を
抱
き
ま
し
た
。

昭
和
40
年
７
月
３
日
、
こ
の
不
安
が
悪

い
こ
と
に
的
中
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

集
中
豪
雨
で
球
磨
川
の
水
位
が
そ
れ
ま
で

に
な
く
急
激
に
上
が
り
、
豊
国
旅
館
な
ど

流流出出前前のの豊豊国国
とよくに

旅旅館館

流流出出後後のの豊豊国国
とよくに

旅旅館館

語
る
人
・
萩
原
町
在
住

出
水
　
晃
さ
ん

球球
磨磨
川川
のの
主主
なな
洪洪
水水

８８
６６
９９
（（
貞貞
じ
ょ
う

観観か
ん

1111
））

球
磨
川
の
大
洪
水
で
家
が
流
さ
れ

る
。

１１
５５
３３
９９
（（
天天て
ん

文文も
ん

８８
））
８８
月月

大
洪
水
　
家
が
流
さ
れ
る
。

写
真
提
供
者：

遠
山
宇
宙
さ
ん

４
軒
が
流
失
、
渡
町
の
民
家
は
屋
根
ま
で

濁
流
が
渦
巻
き
、
約
40
戸
が
孤
立
し
、
自

衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
救
出
活
動
を
行

う
な
ど
、
あ
の
や
さ
し
い
穏
や
か
な
球
磨

川
が
「
暴
れ
川
」
に
変
貌
し
た
の
で
す
。
こ

の
日
は
、
１
秒
間
に
七
千
八
百
ト
ン
の
水

が
流
れ
た
と
国
土
交
通
省
の
資
料
に
あ
り

ま
す
。

同
時
に
、
水
無
川
の
氾
濫
に
よ
る
物
的

損
害
も
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
土

交
通
省
に
よ
り
、
球
磨
川
の
改
修
が
進
み
、

萩
原
地
区
の
堤
防
は
高
く
な
り
川
幅
は
３

倍
ほ
ど
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

異
常
気
象
が
多
い
昨
今
、
ど
ん
な
災
害

が
起
こ
る
か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
球
磨
川
を
見
守
り
続
け
て
ゆ
く

つ
も
り
で
す
。

１１
５５
５５
００
（（
天天
文文
1199
））

大
洪
水
　
家
が
流
さ
れ
る
。

１１
６６
２２
１１
（（
元元
和和
げ
ん
な

７７
））

大
洪
水
　
家
が
流
さ
れ
る
。

１１
６６
２２
７７
（（
寛寛
永永
か
ん
え
い

４４
））
８８
月月

大
洪
水
　
家
が
流
さ
れ
る
。

１１
６６
５５
００
（（
慶慶
安安
け
い
あ
ん

３３
））
９９
月月

大
洪
水
　
３
６
０
人
、
家
４
２
２



平平
成成
1111
年年
９９
月月
2233
〜〜
2244
日日
、、

台台
風風
1188
号号
以以
来来
、、
平平
地地
にに
住住

んん
でで
いい
るる
者者
でで
もも
、、
ああ
るる
程程

度度
のの
災災
害害
対対
策策
準準
備備
はは
必必
要要

でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
代代

陽陽
、、
麦麦
島島
、、
八八
千千
把把
、、
郡郡
築築
、、

龍龍
峯峯
、、
金金
剛剛
ああ
たた
りり
がが
、、
大大

きき
なな
被被
害害
をを
受受
けけ
たた
とと
聞聞
きき

まま
しし
たた
。。
妻妻
がが
背背
負負
っっ
てて
いい

るる

語
る
人
・
田
中
町
在
住

中
村
梅
勝
・
美
鶴
さ
ん

出
し
４
０
０
戸
の
家
が
水
に
つ
か

る
。

１１
９９
６６
３３
（（
昭昭
和和
3388
））
８８
月月

水
無
川
、
球
磨
川
の
水
が
あ
ふ
れ

出
し
、
死
者
７
人
、
水
に
つ
か
っ

た
家
２
０
０
０
戸

１１
９９
６６
５５
（（
昭昭
和和
4400
））
７７
月月

球
磨
川
大
洪
水
、
死
者
及
び
行
方

不
明
に
な
っ
た
人
６
名
、
萩
原
の

豊
国
旅
館
が
流
さ
れ
る
。

１１
９９
７７
２２
（（
昭昭
和和
4477
））
７７
月月

水
に
つ
か
っ
た
家
、
約
１
１
、
０

０
０
戸
、
水
に
つ
か
っ
た
田
や
畑

約
２
９
０
０
㌶

１１
９９
８８
２２
（（
昭昭
和和
5577
））
７７
月月

大
雨
の
た
め
床
上
、
床
下
ま
で
水

に
つ
か
っ
た
家
３
７
０
０
戸

平平
成成
1111
年年
９９
月月
2233
〜〜
2244
日日
、、

台台
風風
1188
号号
以以
来来
、、
平平
地地
にに
住住

んん
でで
いい
るる
者者
でで
もも
、、
ああ
るる
程程

度度
のの
災災
害害
対対
策策
準準
備備
はは
必必
要要

でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
代代

陽陽
、、
麦麦
島島
、、
八八
千千
把把
、、
郡郡
築築
、、

龍龍
峯峯
、、
金金
剛剛
ああ
たた
りり
がが
、、
大大

きき
なな
被被
害害
をを
受受
けけ
たた
とと
聞聞
きき

まま
しし
たた
。。
妻妻
がが
背背
負負
っっ
てて
いい

るる
リリ
ュュ
ッッ
クク
ササ
ッッ
クク
にに
はは
、、

水水
、、
カカ
ンン
パパ
ンン
、、
懐懐
中中
電電
灯灯
、、

缶
詰
、
薬
、
ラ
ジ
オ
等
を
入

れ
て
い
ま
す
。
停
電
や
断
水
、

電
柱
の
倒
壊
、
窓
ガ
ラ
ス
の

破
損
な
ど
、
次
か
ら
次
に
起

こ
る
予
想
も
し
な
い
事
態
に

戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。
高
齢

者
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
在
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
心
構
え
と
、
地
域
の
連

携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

●
微
笑
ま
し
い
一
言

「
ば
あ
さ
ん
、
防
災
ず
き

ん
を
作
っ
て
く
れ
ん
ね
。
孫

に
送
り
た
か
ね
？
」

問問合合せせ 八代地域振興局土木部　�33-4184 防災危機管理課　�33-4112広報やつしろ ２００６.６.1５

資
料
提
供：

ふ
る
さ
と
八
代
・
球
磨
川

八
代
市
教
育
委
員
会
教
育
研
究
所

２
戸
、
牛
馬
６
０
０
頭
流
さ
れ
る
。

１１
６６
５５
３３
（（
承承
し
ょ
う

応応お
う

２２
））
８８
月月

大
洪
水
　
　
１
２
、
６
０
０
㌧
の

米
に
被
害
、
人
や
家
畜
が
多
く
溺

れ
死
亡
。

１１
６６
７７
７７
（（
延延
宝宝
え
ん
ぽ
う

５５
））
６６
月月

萩
原
堤
防
決
壊
、
八
代
と
球
磨
で

４
３
２
人
死
亡
。

１１
７７
２２
２２
（（
享享
保保
き
ょ
う
ほ

７７
））
５５
月月

大
洪
水
　

１１
７７
３３
２２
（（
享享
保保
1177
））
９９
月月

球
磨
郡
大
洪
水

１１
７７
５５
５５
（（
宝宝
暦暦
ほ
う
れ
き

５５
））
６６
月月

大
洪
水
　
萩
原
堤
防
決
壊
、
死
者

５
０
６
人
、
田
畑
２
２
、
０
０
０

㌶
に
被
害

１１
７７
７７
２２
（（
安安
永永
あ
ん
え
い

１１
））
７７
月月

大
洪
水

１１
８８
１１
６６
（（
文文
化化
ぶ
ん
か

1133
））
６６
月月

大
洪
水
　
堤
防
決
壊
、
田
畑
８
０

０
０
㌶
に
被
害

１１
８８
３３
００
（（
天天
保保
１１
））
７７
月月

大
洪
水
　

１１
８８
４４
１１
（（
天天
保保
1122
））
４４
月月

大
洪
水

１１
８８
８８
５５
（（
明明
治治
1188
））
６６
月月

堤
防
決
壊
　
家
10
戸
水
に
つ
か

る
。

１１
８８
８８
８８
（（
明明
治治
2211
））
６６
月月

洪
水

１１
９９
１１
７７
（（
大大
正正
６６
））
８８
月月

多
く
の
家
が
水
に
つ
か
る
。

１１
９９
２２
３３
（（
大大
正正
1122
））
７７
月月

大
き
な
被
害
を
出
す
。

１１
９９
２２
９９
（（
昭昭
和和
４４
））
７７
月月

２
４
４
戸
の
家
が
床
上
ま
で
水
に

つ
か
る
。

１１
９９
４４
１１
（（
昭昭
和和
1166
））
７７
月月

水
に
つ
か
っ
た
家
２
５
６
０
戸
、

水
に
つ
か
っ
た
水
田
１
５
０
０
㌶

１１
９９
５５
３３
（（
昭昭
和和
2288
））
７７
月月

水
無
川
、
球
磨
川
の
水
が
あ
ふ
れ

○球磨川の浸水想定区域が公表されています。自宅付近の状
況を確認しておきましょう。
国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所ホームページ
http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/bousai/shinsui/index.html
○八代市では、この浸水想定区域に基いて、避難地・避難路
情報を含めたハザードマップの整備に向けて、平成18年度
から調査を行う予定です。

写真提供：熊本日日新聞社


